
県内主要観光地における「寿司」タッチポイント拡大業務委託仕様書 

 

１ 委託業務名 

県内主要観光地における「寿司」タッチポイント拡大業務 

 

２ 委託業務の概要 

  県内主要観光地である「黒部ダム」（富山県立山町）において、来場者が「寿司といえば、

富山」ブランディングに興味を持っていただき、「寿司といえば、富山」の認知度向上につ

ながるイベントを企画し、運営する。 

 

３ 委託期間 

契約締結の日から令和７年 12 月 26 日（金）まで 

 

４ 委託業務の内容 

  委託する業務の内容は、次のとおりとする。なお、業務の遂行にあたり、事業を円滑に

進められるよう、具体的な取組については、富山県と協議の上、実施すること。 

（１） イベントの実施 

① 開催日程 

令和７年９月 20 日～10 月 15 日の期間の中で１回（1 日）実施すること 

※具体的な日程については、関西電力株式会社、株式会社関電アメニックス、富山県と 

調整し、最終決定する 

② 開催場所 

ダム展望台休憩所、レストハウス前、ダムえん堤を想定 

  ※実際の開催時期・日程（時間含）、場所については、関西電力株式会社、株式会社関電

アメニックス、富山県と調整し、最終決定する 

 ③ 内  容 

黒部ダムへ来訪する観光客に対し、「寿司といえば、富山」の認知度向上（「寿司」でイメ

ージする都道府県で「富山県」を回答する割合の増加）に繋げるため、下記業務を行うこ

と。 

区分 業務の内容 

設営・ 

撤去業務 

会場の設営及び撤去に関するすべての業務 

 

企画・ 

運営業務 

（１）イベント実施に係る必要な申請手続きや必要な設備の手配等に

関するすべての業務 

（申請に係る手数料も委託費の中から捻出すること） 

（２）イベント実施に係る各種調整 

（３）富山県の「すし」の食体験の提供 



・「ます寿し」の試食の提供や実演等来場者と「富山の寿司」とのタッ

チポイントを拡大、深化させることができる提案をすること 

（４）「寿司といえば、富山」の PR 

・本イベントを通し、「寿司といえば、富山」ブランディングプロジェ

クトの PR、「寿司」を入り口にした本県の暮らしや食文化等の魅力を

伝えながら「寿司といえば、富山」の認知度を向上させることができ

るような提案をすること（提案にあたっては、以下の点を留意するこ

と） 

・顔出しパネルや黒部ダムのマスコットキャラクター「くろにょん」

と連携する仕掛けを企画するなどし、黒部ダム来場者の自発的な情報

発信を促すような提案を行うこと 

・提案にあたっては以下の仕様を満たすこと 

① パネルを使って展示する際は、パネルだけで自立することができ

る方法とするかイーゼルを使用する場合は、自立式のものを併せ

て準備を行うこと 

② パネルについては、イベント終了後も継続して黒部ダムレストハ

ウス３階に展示を行う想定で制作を行うこと 

（５）「寿司といえば、富山」ロゴマーク入り商品のテスト販売 

・「寿司といえば、富山」ロゴマークを活用した民間事業者商品のうち、

販売可能なもので、かつ事業者より合意が得られるものについてイベ

ント会場で委託販売を行うこと。 

（イベント実施後に販売数や販売状況についても報告を行うこと） 

（６）アンケートの実施 

・今後の施策に活用するため、来場者向けアンケートを実施すること 

（７）会場の美化・清掃 

（８）スタッフの配置 

 ・会場スタッフ等の配置や人件費の支払い等も含むこと。 

（９）その他イベント全体の企画 

・イベント全体のプランニング、計画に係る企画設計業務を行い、

会場の設営及び撤収、その他運営マニュアル、シナリオ作成を行う

こと。 

 

④留意事項 

・黒部ダムへ資材等を運搬する際は、扇沢駅と黒部ダム駅を結ぶ関電トンネルを通行す

る。通行の際のルール、安全対策等については、関西電力株式会社と調整を行い、電気バ

スの定時運行を妨げないこと。 

・本イベント開催日と同日で、黒部ダム敷地内において「黒部宇奈月キャニオンルート」



機運醸成を図るイベントの実施を検討しており（担当所属：富山県観光振興室）、本事業

と連携し、双方の効果が最大限となるよう工夫をすること。 

 

（２）報告書  

・業務完了後、実績報告書を提出すること。 

・実績報告書は、本業務の実施過程や経過が明確となるように作成すること。 

・その他、事業の成果がわかる資料（写真、動画等）についても併せて提出すること。 

 

５ 委託費上限額  

金 2,000 千円（税込） 

 

６ その他 

（１）受託者は、関係法令を遵守すること。本件に使用する映像、イラスト、写真、その他資

料等について、第三者が権利を有するものを使用する場合、第三者との間で発生した著作

権その他知的財産権に関する手続や使用権料等の負担と責任は、全て受託者が負うこと。 

（２）成果物に関する著作権、著作隣接権、商品化権、意匠権及び所有権（以下「著作権等」

という。）は、県が保有するものとする。 

（３）業務履行等に関して必要な費用等及び契約書類作成時の印紙代等、業務委託の業務に

関する一切の費用は全て契約金額に含むものとする。 

（４）事業において第三者と紛争が生じたときは、受注者の責任と費用負担において解決す

ること。 

（５） 事業の趣旨に沿った効果的な提案であれば、仕様書に無い事項についても、新たな提

案を妨げるものではないこと。 

（６）事業の実施においては、県に対して緊密に進捗状況等を報告、確認すること。 

（７）事業実施に係る業務全体の詳細な行程表を業務受託後 1 ヵ月以内に作成し、県と協議

すること。 

（８）この仕様書に定めのない事項については、必要に応じて富山県と協議し決定すること。 

 


